
ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介
の
記
事
を
読

ん
で
個
展
を
見
に
行
っ
た
の
が
、

バ
テ
ィ
ッ
ク
と
の
最
初
の
出
会
い

だ
っ
た
と
話
す
の
は
宮
の
沢
在
住

の
千
引
え
み
こ
さ
ん
で
す
。
特
に

色
の
鮮
や
か
さ
に
強
く
引
か
れ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
場
に
居
た
作
家

な
か

た

中
田
ゆ
う
子
さ
ん
と
話
を
し
、
後

日
、
中
田
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
を
訪

問
し
て
バ
テ
ィ
ッ
ク
制
作
を
体
験

し
た
と
こ
ろ
、
思
い
の
ほ
か
夢
中

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
語
り
ま
す
。

高
校
時
代
美
術
部
に
所
属
し
油

絵
を
描
い
て
い
た
千
引
さ
ん
は
、

道
展
で
特
選
に
入
賞
し
た
経
歴
の

持
ち
主
で
す
。
卒
業
後
は
銀
行
に

入
行
し
、
そ
の
後
は
結
婚
、
子
育

て
の
た
め
絵
を
描
く
こ
と
か
ら
は

遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
間
も
個
展
を
見
に
行
く
だ
け

で
な
く
、
高
校
時
代
の
仲
間
が
開

く
個
展
を
手
伝
い
な
が
ら
「
い
つ

か
は
自
分
も
」
と
思
い
続
け
て
き

ま
し
た
。
子
育
て
を
終
え
、
時
間

も
で
き
た
の
で
植
物
画
な
ど
を
習

っ
て
い
る
う
ち
に
バ
テ
ィ
ッ
ク
に

巡
り
合
い
、
念
願
の
個
展
を
開
く

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

制
作
に
は
独
特
の
粘
り
が
あ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
の
ろ
う
を
使
っ

て
い
る
た
め
、
慣
れ
な
い
こ
ろ
は

ろ
う
の
特
性
が
分
か
ら
ず
、
思
わ

ぬ
所
に
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
は
「
心
臓
が
止
ま
る
く
ら
い
び
っ

く
り
」し
て
い
た
の
で
す
が
、最
近

で
は
思
い
が
け
な
い
偶
然
を
生
か

し
て
制
作
す
る
の
を
楽
し
む
ま
で

に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
完
成

し
た
作
品
を
構
想
段
階
か
ら
選
ん

で
お
い
た
額
縁
に
入
れ
る
の
が
一

番
楽
し
み
な
瞬
間
。
ご
自
身
も
絵

を
飾
る
の
が
好
き
で
、
個
展
に
来

た
友
人
が
千
引
さ
ん
の
作
品
を
飾

る
た
め
に
買
っ
て
く
れ
た
の
は
本

当
に
励
み
に
な
っ
た
と
語
り
ま
す
。

「
今
思
え
ば
個
展
は
早
す
ぎ
た

ん
で
す
。
ま
だ
習
っ
て
い
る
身
で

す
か
ら
」
と
千
引
さ
ん
。
現
在
は

伝
統
的
な
技
法
を
習
い
な
が
ら
集

大
成
と
し
て
の
個
展
を
夢
見
て
制

作
に
没
頭
す
る
毎
日
で
す

区
民
の
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
、皆
さ
ん
か
ら
の
ご
希
望
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

は
が
き
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ルn
ish
i@
c
ity
.sa
p
p
o
ro
.jp

で
西
区
総
務
企
画
課
広
聴
係（
上
欄
）へ
。

■編集

西区役所総務企画課広聴係 〒０６３―８６１２ 西区琴似２条７丁目１―１

TEL ６４１―２４００ 内線２２４～２２６ FAX ６４１―２４０５

◎西区広報番組「西区情報プラザ」FMラジオ三角山放送局７６．２MHz

毎週月曜日午前１１時～

◎西区ホームページ http : //www.c i ty . sappo ro . j p/n i s h i /

◎区民のページ ２００５・１２

バティックの作品を制作している

鮮 や か な 色 合 い に 夢 中 で す

バティックとはインドネシア語の「たくさん」
と「点」という言葉を組み合わせた造語。イ
ンドネシアのジャワ島付近で作られる、多彩
な伝統的模様をろうけつ染めした綿布（ジ
ャワ更紗）のこと。布地に鉛筆で下書きした
後、チャンティンという道具を使ってろうで
線を引き、染めて水洗いし、乾かすという作
業を繰り返して作る。

■千引さんの最近の作品「ランとバラ」

ち びき

千引 えみこさん(５６)
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幌幌内内鉄鉄道道開開通通かからら現現在在ままででのの歴歴史史をを掲掲載載

現在の琴似駅ホーム

国鉄時代の駅名標

現在の琴似駅

昭和５１年６月、国鉄（当時）琴似駅

特集 ２００５

あゝ

琴似駅

琴似駅横の踏切（昭和３０年ころ）
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日
本
で
三
番
目
の
鉄
道

日
本
の
鉄
道
の
歴
史
は
、
明
治

五
年
（
一
八
七
二
年
）
、
新
橋
〜

横
浜
間
の
開
業
に
よ
り
始
ま
り
ま

し
た
。
続
い
て
、
神
戸
〜
京
都
間

が
開
業
。
そ
し
て
、
北
海
道
で
初

ほ
ろ

な
い

め
て
の
鉄
道
で
あ
る
幌
内
鉄
道
が
、

手
宮（
小
樽
市
）〜
札
幌
間
に
開
通

し
た
の
は
、
明
治
十
三
年
の
こ
と

で
、
わ
が
国
で
三
番
目
の
鉄
道
で

し
た
。

鉄
道
は
石
炭
輸
送
の
手
段

幌
内
鉄
道
は
、
旅
客
を
運
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
主
に
石
炭

を
運
ぶ
た
め
の
手
段
と
し
て
敷
設

さ
れ
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
世
界

初
の
蒸
気
機
関
車
に
よ
る
鉄
道
が
、

炭
鉱
か
ら
石
炭
を
運
び
出
す
手
段

と
し
て
実
用
化
さ
れ
た
の
と
同
様

で
す
。
幌
内
炭
鉱
（
三
笠
市
）
の

石
炭
を
小
樽
港
か
ら
船
で
本
州
に

搬
出
す
る
目
的
で
建
設
さ
れ
た
の

で
す
。

幌
内
〜
手
宮
間
に
鉄
道
が
敷

か
れ
た
理
由

で
は
、
幌
内
の
石
炭
を
本
州
に

運
ぶ
た
め
に
、
な
ぜ
幌
内
〜
手
宮

間
に
鉄
道
が
敷
か
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

ほ
ろ

な
い

ぶ
と

当
初
は
、
幌
内
か
ら
幌
内
太

（
旧
三
笠
駅
）
ま
で
鉄
道
を
敷
き
、

そ
こ
か
ら
石
狩
川
を
利
用
し
、
水

路
で
石
狩
を
経
て
小
樽
ま
で
運
ぶ

と
い
う
案
（
第
一
案
）
や
、
幌
内

か
ら
天
然
の
良
港
で
あ
る
室
蘭
ま

で
鉄
道
を
敷
く
と
い
う
案
（
第
二

案
）
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
第
一
案
で
は
、
冬
期

間
結
氷
に
よ
り
水
路
が
閉
ざ
さ
れ

る
こ
と
や
積
み
替
え
に
手
間
が
掛

か
る
こ
と
、
第
二
案
は
火
山
灰
地

帯
が
多
く
、
線
路
敷
設
に
適
当
な

土
地
が
少
な
く
、
経
費
も
掛
か
り

過
ぎ
る
と
い
う
難
点
が
あ
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
招
か
れ
た
の
が
、

ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
建
設
技
師
ク
ロ

フ
ォ
ー
ド
で
す
。
彼
は
、
幌
内
か

ら
手
宮
ま
で
鉄
道
を
敷
く
案
を
提

言
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
札
幌
農

学
校
の
ク
ラ
ー
ク
博
士
も
賛
成
し

て
い
ま
し
た
。

幌
内
鉄
道
の
開
通

し
か
し
、
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
の
案

に
も
課
題
は
あ
り
ま
し
た
。
札
幌

か
む

い

こ

た
ん

〜
小
樽
間
に
は
、
神
居
古
潭
の
断

が
い
が
あ
り
、
人
が
通
行
で
き
る

細
い
道
し
か
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
明
治
十
二
年
、
開
拓

史
は
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
を
工
事
監
督

と
し
て
道
路
建
設
工
事
に
着
手
し
、

十
二
月
に
は
新
道
開
通
式
を
行
い

ま
し
た
。
新
道
は
丈
夫
で
馬
車
が

通
行
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

鉄
道
を
も
敷
設
し
う
る
も
の
で
し

た
。次

に
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
ら
は
、
明

治
十
三
年
一
月
、
小
樽
若
竹
町
第

三
ト
ン
ネ
ル
の
開
削
を
皮
切
り
に

工
事
に
着
手
。
工
事
は
順
調
に
進

み
、
十
一
月
二
十
日
に
は
札
幌
の

※空
知
通
り
仮
停
車
場
（
北
区
北
六

条
西
三
丁
目
）
ま
で
約
三
十
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
軌
条
敷
設
を
完
了

し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
明
治
十
三
年
十
一

月
二
十
八
日
、
開
拓
史
は
待
望
の

手
宮
・
札
幌
間
汽
車
運
転
式
を
挙

行
し
、参
加
し
た
人
々
は
皆
、ク
ロ

フ
ォ
ー
ド
ら
の
功
を
た
た
え
て
喜
び

合
い
ま
し
た
。そ
の
二
年
後
、札
幌

〜
幌
内
間
の
開
通
に
よ
り
、
名
実

と
も
に
幌
内
鉄
道
と
な
り
ま
し
た
。

機
関
車
は

ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
イ
ル

車
両
は
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
製
で
、

よ
し

つ
ね

最
初
の
機
関
車
は
一
号
「
義
経
」

べ
ん

け
い

と
二
号
「
弁
慶
」
の
二
両
で
し
た
。

前
面
に
牛
と
の
衝
突
に
備
え
た
カ

ウ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
、
火
の
粉
が
飛

び
散
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
形
の
煙
突
カ
バ
ー
、
ひ
も

を
引
い
て
鳴
ら
す
鐘
な
ど
、
完
全

な
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
タ
イ
ル
で
し

た
。
機
関
車
は
翌
年
以
降
も
輸
入

ひ

ら

ふ

み
つ

く
に

さ
れ
、
「
比
羅
夫
」
、
「
光
圀
」
、

「
し
づ
か
」
な
ど
歴
史
上
の
人
物

の
愛
称
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

は
り

う
す

明
治
十
八
年
の
冬
に
張
碓
ト
ン

ネ
ル
付
近
で
「
義
経
」
と
「
弁

慶
」
が
立
ち
往
生
、
手
宮
か
ら

「
し
づ
か
」
が
救
援
に
駆
け
つ
け

て
、
連
れ
帰
っ
た
と
い
う
話
も
残

っ
て
い
ま
す
。

郁春別炭山

※
空
知
通
り
仮
停
車
場

現
在
の
北
区
北
六
条
西
三
丁
目
。
当

時
の
札
幌
は
、
東
西
南
北
の
通
り
に
道

内
各
地
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。

北
六
条
の
通
り
（
現
在
は
な
い
）
は
空

知
通
り
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

神居古潭の断がい（現在の張碓駅付近）

幌内炭山

い
く
し
ゅ
ん

べ
つ

郁
春
別

クロフォードの銅像
（小樽交通記念館）

ほ
ろ
な
い

幌
内

「北海道鉄道百年史」上による。後に「郁春別」は「幾春別」に、「幌内太」は「三笠」に改称。

ほ
ろ
な
い
ぶ
と

幌
内
太

い
わ

み

ざ
わ

岩
見
沢

幌内炭山

ほ
ろ
む
い

幌
向

え

べ
つ

江
別

の
っ
ぽ
ろ

野
幌

明治１３年１０月、小樽市入船町付近を試運転する弁慶号

豊平川
幌内鉄道線路図

さ
っ
ぽ
ろ

札
幌

こ
と

に

琴
似

し
づ
か
号
（
小
樽
交
通
記
念
館
）

至
手
宮

←
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住
民
の
要
望
に
よ
り

琴
似
駅
開
業

明
治
八
年
五
月
、
琴
似
に
北
海

道
で
初
め
て
の
屯
田
兵
が
入
地
し

ま
し
た
。
そ
の
五
年
後
に
手
宮
〜

札
幌
間
に
鉄
道
が
開
通
し
ま
し
た

が
、
銭
函
か
ら
札
幌
ま
で
は
途
中

に
駅
が
な
く
、
沿
線
住
民
は
不
便

で
し
た
。

が
る

が
わ

そ
の
後
、
軽
川
（
現
・
手
稲
）

に
簡
易
停
車
場
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
琴
似
村
と
発
寒
村
の

屯
田
兵
の
代
表
か
ら
連
名
で
琴
似

に
も
汽
車
を
停
め
て
く
れ
る
よ
う

嘆
願
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
嘆
願
書
に
よ
っ
て
屯
田
兵
司
令

官
が
幌
内
鉄
道
と
折
衝
し
、
明
治

十
三
年
、
フ
ラ
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
フ
ラ
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

乗
客
が
あ
る
と
き
に
、
旗
（
フ
ラ

グ
）
を
掲
げ
て
汽
車
を
停
め
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ
ま
し
た
。

駅
舎
は
掘
っ
立
て
小
屋
皮
板
張

り
の
粗
末
な
も
の
で
し
た
が
明
治

二
十
二
年
に
、
待
合
事
務
所
を
含

め
二
十
二
・
五
坪
（
七
十
四
平
方

�
）
の
駅
舎
や
荷
物
積
降
場
も
で

き
て
、
一
応
停
車
場
と
し
て
の
形

を
整
え
ま
し
た
。

試
験
場
の
設
置
と
街
の
発
展

幌
内
鉄
道
は
当
初
、
手
宮
〜
札

幌
間
を
約
三
時
間
か
け
て
走
り
、

一
日
一
往
復
し
ま
し
た
。
明
治
時

代
は
琴
似
の
人
口
も
少
な
く
、
汽

車
賃
が
相
当
高
価
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
利
用
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
正
時
代
に
入
る
と
琴
似
駅
の

北
側
に
工
業
試
験
場
と
農
事
試
験

場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

琴
似
の
街
の
発
展
に
と
っ
て
大
き

な
出
来
事
で
し
た
。
両
試
験
場
の

設
置
に
よ
っ
て
、
官
営
住
宅
が
建

て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
札
幌
に
職

場
を
持
つ
人
々
が
、
琴
似
や
山
の

手
に
住
宅
を
建
て
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。

昭
和
十
年
こ
ろ
に
は
、
停
車
場

通
り
に
商
店
街
が
で
き
、
昭
和
十

二
年
に
、
琴
似
町
の
人
口
が
一
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
、
製
紙
・
製
材
な
ど
の

工
場
が
設
置
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
の

原
材
料
、
製
品
の
輸
送
で
貨
物
の

発
着
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

「
開
か
ず
の
踏
切
」
に
閉
口

昭
和
三
十
年
、
琴
似
町
は
札
幌

市
と
合
併
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
急
速

に
住
宅
化
が
進
み
、
琴
似
駅
の
旅

客
数
は
年
々
多
く
な
り
ま
し
た
。

琴
似
本
通
が
拡
張
さ
れ
、
道
路

が
舗
装
さ
れ
る
と
交
通
量
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
列
車
の
本
数
も
増

え
、
琴
似
本
通
の
踏
切
は
、
遮
断

さ
れ
る
時
間
が
長
く
な
り
、
人
も

車
も
長
い
間
待
た
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
八
軒
側
の
人

た
ち
は
、
汽
車
を
目
の
前
に
し
て

乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
苦

情
や
不
便
が
募
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

函
館
本
線
を
横
断
す
る
歩
道
橋

は
、
昭
和
四
十
年
三
月
に
よ
う
や

く
で
き
て
、
歩
行
者
の
不
便
は
多

少
解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、
列
車
の

た
び
に
自
動
車
の
長
い
列
が
で
き

る
の
は
相
変
わ
ら
ず
で
し
た
。

鉄
道
高
架
化
に
よ
る

街
の
変
化

昭
和
四
十
七
年
四
月
、
札
幌
市

は
政
令
指
定
都
市
に
指
定
さ
れ
る

な
ど
、
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、

東
京
以
北
最
大
の
都
市
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
の
中
心
部
を

東
西
に
貫
通
す
る
函
館
本
線
に
よ

り
、
市
街
地
が
分
断
さ
れ
、
交
通

渋
滞
が
発
生
す
る
な
ど
、
都
市
と

し
て
の
機
能
面
か
ら
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
時
の
国
鉄
は
札
幌

市
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
し
、
市

内
中
心
部
の
高
架
化
を
決
定
。
昭

和
六
十
三
年
、
琴
似
駅
は
函
館
本

線
の
高
架
駅
と
し
て
、
新
た
に
開

業
し
ま
し
た
。

明
治
十
三
年
の
開
業
か
ら
今
年

で
百
二
十
五
年
。
当
初
は
旗
を
振

っ
て
停
め
て
い
た
琴
似
駅
も
現
在

で
は
一
日
約
二
百
七
十
本
の
列
車

が
停
車
し
ま
す
。
乗
車
人
員
も
一

日
九
千
七
百
三
十
人
（
平
成
１６
年

度
）
で
、
全
道
第
五
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
駅
前
広
場
も
作
ら
れ
、

付
近
に
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

ち
並
び
、
以
前
と
は
す
っ
か
り
様

変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
西
区
の
玄

関
と
し
て
の
役
割
は
今
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。

→至
幌
内

琴似駅付近の街並み（大正１３年ころ）

昭
和
４８
年
の
琴
似
駅

ホ
ー
ム
の
後
ろ
に
森
永
製
菓
の
煙
突
が

見
え
る
。

こ
と

に

琴
似

「北海道鉄道百年史」上による。「住吉」は現・南小樽、「軽川」は現・手稲。

が
る
が
わ

軽
川

ぜ
に
ば
こ

銭
函

幌内鉄道線路図

あ
さ

り

朝
里

す
み
よ
し

住
吉

【
参
考
文
献
】

日
本
国
有
鉄
道
北
海
道
総
局
「
北

海
道
鉄
道
百
年
史
」
上
、
㈱
北
海

道
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
「
札
幌
駅
１１６
年
の
軌
跡
」、

札
幌
市
「
琴
似
町
史
」、
札
幌
市
・

札
幌
市
教
育
委
員
会
「
さ
っ
ぽ
ろ

文
庫
１１
・
札
幌
の
駅
」

【
写
真
提
供
】

北
海
道
大
学
図
書
館
北
方
資
料
室
、

札
幌
市
文
化
資
料
室

て

み
や

手
宮

昭
和
初
期
の
琴
似
駅
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１０月１６日（日）、西区民センターで「第２７回西
区子どもまつり」が開催されました。
今年は、子ども会会員以外の子どもたちにも
広く参加を呼び掛けたこともあり、例年以上の
大盛況となりました。
子どもたちが販売などを担当する「縁日コー
ナー」や「売店コーナー」では、「安いよ」な
どと威勢良く呼び込みを行っていました。

広 告 欄

区
内
で
行
わ
れ
た

行
事
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

かわいいお店やさんが登場

１０月１４日（金）、西友西町店で夜間消防訓練が
行われ、約８０人が参加しました。
これは、同店が２４時間営業していることから、
夜間に火災が発生した場合の防火安全対策を確
認するもので、避難や逃げ遅れた人の救出、放
水訓練などを行いました。
避難を誘導するきびきびとした動きや掛け声
などが、訓練会場を引き締めていました。

１０月中旬から下旬にかけて、西区民センター
と西野・はっさむ両地区センターで、年に一度
の文化祭が開催されました。
各会場では、繊細な手芸や力強い筆遣いの書
道などの見応えある作品の展示や、フラダンス
や日本舞踊などの華やかな舞台発表が行われ、
各センターで活動するサークルが、日ごろの成
果を披露しました。

本番さながら夜間消防訓練

芸術の秋の晴れ舞台

▲西区民センターの舞台発表

▲西野地区センターの展示

▲はっさむ地区センターの舞台発表

2005―��―広報さっぽろ5西区



成
人
式
の
ご
案
内

日
時

１
月
９
日（
祝
）午
後
１
時

〜
３
時（
式
典
は
午
後
２
時
か
ら
）。

会
場

西
区
体
育
館
（
発
寒
５
―

８
）。

対
象

昭
和
６０（
１
９
８
５
）年
４

月
２
日
〜
昭
和
６１（
１
９
８
６
）年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。
西
区
に

住
民
登
録
の
あ
る
方
に
は
、
１２
月

５
日（
月
）に
案
内
状
を
発
送
し
ま

す
。
１２
月
１０
日（
土
）ま
で
に
届
い

て
い
な
い
場
合
は
下
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

①
住
民
登
録
を
終
え
て

い
な
い
方
、
帰
省
中
の
方
も
ご
参

加
で
き
ま
す
②
自
家
用
車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
③
式
典
で

は
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

西
区
地
域
振
興
課
地
域
活
動

係
℡（
６４１
）２
４
０
０
内
線
２３６
〜
２３８

子
育
て
支
援
担
当
か
ら

▽
地
域
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
交
流

〜
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

内
容

雪
・
そ
り
遊
び
な
ど
。

日
時

１
月
１２
日（
木
）午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分
。

会
場

琴
似
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
山
の
手
４
―

２
）。

対
象

西
区
ま
た
は
近
隣
に
在
住

の
方（
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
保
護

者
同
伴
で
、小
学
生
は
保
護
者
の

同
意
を
得
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
）。

費
用
・
申
込

無
料
。
不
要
。

※
当
日
は
暖
か
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
天
候
に
よ
り
内
容
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
子
育
て
講
座
受
講
者
募
集

内
容

子
ど
も
の
健
や
か
な
心
と

身
体
を
育
て
る
た
め
に
。

日
時

１
月
２７
日（
金
）午
後
２
時

〜
３
時
３０
分
。

会
場

西
区
民
セ
ン
タ
ー
（
琴
似

２
―

７
）。

対
象

０
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
保
護
者
。
※
託
児
あ
り
。

定
員
・
費
用

２０
人
。
無
料
。

申
込

１２
月
２２
日（
木
）午
前
９
時

か
ら
電
話
で
。
先
着
順
。

▽
乳
幼
児
向
け
絵
本
リ
サ
イ
ク
ル

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
絵
本
を
お

譲
り
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
乳
幼
児
関
連
施
設
（
保
育
園
、

幼
稚
園
、
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
）

で
活
用
し
、
乳
幼
児
期
か
ら
、
絵

本
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

本
の
種
類

乳
幼
児
向
け
絵
本
。

※
月
刊
誌
、
汚
れ
・
破
れ
の
あ
る

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

西
保
健
セ
ン
タ
ー
１

階
子
育
て
情
報
室
（
琴
似
２
―

７
）

期
間

１２
月
１２
日（
月
）〜
２６
日

（
月
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土

・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）。

西
区
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
課
子
育
て
支
援
担
当
℡（
６４１
）

２
４
０
０
内
線
４８４

夜
間
納
税
相
談

日
時

１２
月
２６
日（
月
）〜
２８
日

（
水
）。
い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で
。

会
場

西
区
役
所
２
階
納
税
課
⑥

番
窓
口
（
琴
似
２
―

７
）。
庁
舎
裏

側
の
職
員
通
用
口
か
ら
お
入
り
く

だ
さ
い
。
※
来
庁
さ
れ
る
際
は
、

納
税
通
知
書
、
督
促
状
、
催
告
書

の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

西
区
納
税
課
℡（
６４１
）２
４
０

０
（
代
表
）

山
の
手
図
書
館
か
ら

①
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会

日
時
・
内
容

１２
月
１３
日（
火
）午

後
３
時
〜
３
時
３０
分＝

ク
リ
ス
マ

ス
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

。

②
ク
リ
ス
マ
ス
お
話
し
会

日
時
・
内
容

１２
月
２０
日（
火
）午

後
２
時
３０
分
〜
３
時
３０
分＝

「
れ

い
ち
ゃ
ん
と
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」ほ
か

。

③
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

日
時

１
月
１０
日（
火
）午
後
３
時

〜
３
時
３０
分
。

新環境フロンティア事業「西区エコライフセミナー」
プロフィール

�昭和１７年足立区生ま
れ

�淑徳大学国際コミュ
ニケーション学部教

授

�タレント・ビートた
けしさんの実兄

内容 ①子ども環境活動報告会②講演「マー兄ちゃんのやさしい新エネル
きた の まさる

ギー講座」＝講師：北野大さん（淑徳大学教授、工学博士）。
日時 １２月２１日（水）。①午後５時３０分～６時４５分②午後７時～８時３０分。
会場 札幌市生涯学習総合センター（ちえりあ）ホール（宮の沢１―１）。
※地下鉄東西線宮の沢駅直結。
費用・申込 無料。不要。
詳細 西区地域振興課環境活動担当℡６４１‐２４００内線２５６

１２月１１日からの内容です

国勢調査実施に伴い、速報値が公表

されるまでは、人口と世帯数を掲載

いたしません。

北野 大さん
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④
子
ど
も
映
画
会

日
時
・
内
容

１２
月
１５
日（
木
）午

後
３
時
３０
分
〜
４
時＝

「
ね
ず
み

の
か
い
す
い
よ
く
」
ほ
か

。

◎
年
末
年
始
の
休
館
日

１２
月
２９
日（
木
）〜
１
月
３
日（
火
）。

山
の
手
図
書
館
（
山
の
手
４

―

２
）
℡（
６４４
）６
８
２
２

新
春
書
き
初
め
展
示
会

＜

作
品
募
集＞

期
間

１２
月
２６
日（
月
）〜
１
月
５

日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
９
時
。

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

対
象

西
町
・
西
野
・
山
の
手
地

区
の
小
・
中
学
生
。

＜

展
示
会＞

期
間

１
月
６
日（
金
）〜
１２
日

（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
９
時
。
※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

会
場

西
野
地
区
セ
ン
タ
ー
（
西

野
４
―

２
）。

表
彰
式

１
月
１３
日（
金
）午
前
１０

時
３０
分
（
予
定
）。

※
金
・
銀
・
銅
賞
の
入
賞
者
に
は

電
話
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

西
野
地
区
セ
ン
タ
ー

℡（
６６６
）５
５
５
０

■窓口業務

印鑑証明、死亡届、市税の納入など年末年
始の業務については、本誌３４、３５ページをご
覧ください。

■相談コーナー

右表１の通り。

詳細 ①～④西区総務企画課広聴係℡６４１－
２４００内線２２４～２２６、⑤西区地域職業相談室
（ジョブガイド西）（琴似１－６札幌琴似第一
ビル２階）℡６２３－２７８７

■ごみ収集
ごみの収集は１２月３１日（土）から１月３日

（火）まで、大型ごみの申込受付・収集は１２月
２９日（木）から１月３日（火）まで休みます。
なお、各地区の年末年始の収集日や大型ご

みの収集については右表２・３をご覧ください。
※一部の地域で、通常の収集時間帯より早く
なる場合があります。ごみは必ず収集日当日
の朝８時３０分までに、ごみステーションへお
出しください。

詳細 西清掃事務所（発寒１５－１４）℡６６４－００５３

■西区民センター・各地区
センター

年末年始は右表４の通り休館します。
※休館期間中の貸室使用申し込みは１２月２８日
（水）に繰り上げて受け付けします。
詳細 右表４の通り。

１月初日

１２日（木）

１６日（月）

６日（金）

４日（水）

４日（水）

１２月最終日

２２日（木）

２６日（月）

１６日（金）

２８日（水）

２８日（水）

時 間

午後（１人約２０分）
※当日午前９時から電話
予約受け付け。
先着８人。

午後１時～４時

午前９時３０分～午後４時

午前１０時～午後４時

午前８時４５分～午後５時

相談日

第２・４
木曜日

月曜日

金曜日

火・水曜日

月～金曜日

相談内容

①法 律

②行 政

③交 通 事 故

④家 庭 生 活

⑤職 業

１月初日

５日（木）

６日（金）

４日（水）

５日（木）

６日（金）

９日（祝）

１０日（火）

４日（水）

６日（金）

１２月最終日

２９日（木）

３０日（金）

２８日（水）

２９日（木）

３０日（金）

２６日（月）

２７日（火）

２８日（水）

３０日（金）

収集地区

月・木曜日の地区

火・金曜日の地区

水曜日の地区

木曜日の地区

金曜日の地区

月曜日の地区

火曜日の地区

水曜日の地区

金曜日の地区

区 分

燃やせる
ごみ

燃やせない
ごみ

資源の日
●びん・缶・
ペットボトル
●プラスチック

電話申し込み制に

よる戸別有料収集

※収集日の２日前

（土・日曜は除く）

までに大型ごみ収

集センター（℡２８１

―８１５３）へお申し込

みください。なお、

１２月最後の収集日

の申込期限は１２月

２６日（月）です。

＜西区全地区＞

１月初日

４日（水）

１２月最終日

２８日（水）

１２月２９日（木）～
１月３日（火）

６４１‐４７９１

６６６‐５５５０

６６２‐８４１１

西区民センター（琴似２‐７）

西野地区センター（西野４‐２）

はっさむ地区センター（発寒１０‐４）

表１【相談コーナー】

表３【大型ごみ収集】

表４【西区民センター・各地区センター休館日】

表２【ごみ収集】

西区からのお知らせ

年末年始の業務案内
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●
温
度
調
節
で
減
ら
そ
う

●
水
道
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

●
自
動
車
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

●
商
品
の
選
び
方
で
減
ら
そ
う

●
買
い
物
と
ご
み
で
減
ら
そ
う

●
電
気
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

６つのアクション

世帯当たりの
CO２排出量
（２０００年度）

室温調整のポイント
●服をもう１枚重ね着して部屋の温
度を調整する。

●暖房面積に合った機器を選択する。
●ファンヒーターのフィルターを小
まめに掃除する。

●窓からの冷気を遮断するのにカー
テンを活用する。

●部屋の温度調整に自然通気や太陽
光をうまく利用する。

●部屋の温度、湿度をチェックする。
●窓のすき間に目張りをする。
●窓用断熱シート・フィルムを張る。

平
成
１７
年
度
西
区
選
挙

啓
発
作
品
展
作
品
募
集

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

政
治
や
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
絵
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

区
内
の
学
校
に
在
籍

す
る
小
学
生
（
３
年
生
以
上
）・
中

学
生
。

応
募
区
分

①
小
学
校
３
・
４
年

生
の
部＝

題
材
「
私
の
街
の
良
い

と
こ
ろ
・
す
て
き
な
と
こ
ろ
」
②

小
学
校
５
・
６
年
生
の
部＝

題
材

「
大
人
に
な
っ
た
ら
選
挙
へ
行
こ

う
」
③
中
学
生
の
部＝

題
材
「
選

挙
へ
い
こ
う
・
投
票
し
よ
う
」。

募
集
要
領

区
内
の
小
中
学
校
、

児
童
会
館
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
で
配
布
中
。

応
募
方
法

募
集
要
領
を
確
認
の

上
、
題
材
に
合
っ
た
絵
手
紙
を
作

成
し
、
封
書
で
１
月
２５
日（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
左
記

に
送
付
。

西
区
選
挙
管
理
委
員

会
「
選
挙
啓
発
作
品
展
」
係
（
〒

０６３
‐
８６１２
琴
似
２
‐
７
西
区
役
所
内
）

℡（
６４１
）２
４
０
０
内
線
２１７

消火栓は、火災の被害を軽減する生命
線です。消火栓の除雪については、万一
に備え消防職員、消防団員が総動員で行
っていますが、大雪の際は除雪が行き届
かなくなることも考えられます。
地域の安全確保のため、ご自宅やお勤

め先の周辺にある消火栓の除雪にご協力
をお願いします。

詳細 西消防署警防課℡６６７－２１００（代表）

１２
月
は
「
京
都
議
定
書
」
が
採

択
さ
れ
た
月
に
ち
な
み
「
地
球
温

暖
化
防
止
月
間
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
月
は
、
冬
季
の
地
球
温
暖

化
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

京
都
議
定
書
に
つ
い
て

１
９
９
７
年
１２
月
、国
ご
と
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
量
を
決
め

る
会
議
が
京
都
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
約

束
が
「
京
都
議
定
書
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
こ
の
中
で
、
日
本
は
温

室
効
果
ガ
ス
を
１
９
９
０
年
を

基
準
に
６
％
削
減
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
議
定
書

の
発
効
に
は
一
定
数
の
国
の
参
加

が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

「
京
都
議
定
書
」
は
今
年
２
月
に

発
効
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
６
％
へ
の
取
り
組
み

こ
の
京
都
議
定
書
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
環
境
省
が
中
心
と

な
り
、
国
民
的

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
チ
ー
ム
・
マ
イ

ナ
ス
６
％
」
が

全
国
で
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」

や
暖
房
時
の
オ

フ
ィ
ス
の
室
温

を
２０
℃
に
保
ち
、

寒
い
と
き
に
は
重
ね
着
な
ど
の
工

夫
を
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル

「
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
」
な
ど
の
提
唱

と
、
具
体
的
な
６
つ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

※札
幌
市
も
エ
コ
ラ
イ
フ
１０
万
人

宣
言
を
通
じ
て
参
加
し
て
お
り
、

現
在
、
西
区
で
は
宣
言
者
数
が
６

千
人
を
超
え
、
市
内
１０
区
で
１
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
チ
ー

ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
の
１１
月
ま
で

の
参
加
者
数
約
１５
万
人
の
４
％

を
占
め
て
お
り
、全
国
で
も
有
数

の
環
境
推
進
地
区
と
い
え
ま
す
。

冬
季
の
エ
コ
ラ
イ
フ

積
雪
寒
冷
地
で
あ
る
札
幌
市
で

は
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
る
た

め
暖
房
器
具
の
使
用
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
市
民
生
活
、
特
に
灯
油
の

使
用
に
よ
る
CO２
の
排
出
量
は
全
国

の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

灯
油
の
使
用
を
控
え
つ
つ
、
暖

か
く
冬
を
過
ご
す
た
め
、
左
記
を

参
考
に
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

西
区
エ
コ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

開
催
決
定

地
球
温
暖
化
防
止
月
間
に
合
わ

せ
て
、
西
区
で
は
１２
月
２１
日（
水
）、

ち
え
り
あ
で
「
子
ど
も
環
境
活
動

き
た

の

ま
さ
る

発
表
会
」
と
北
野
大
さ
ん
に
よ
る

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会
」を
開
催

し
ま
す
。
詳
細
は
区
民
の
ペ
ー
ジ

６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
区
地
域
振
興
課
環
境
活
動

担
当
℡（
６４１
）２
４
０
０
内
線
２５６

１２月は地球温暖化
防止月間です

西区からのお知らせ

消火栓の除雪にご協力を

※さっぽろエコライフ１０万人宣言をすると、環境省が進めている「チーム・マイナス６％」の人数にカウントされます。

１８
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